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「藤女子大学家庭科教育研修講座」（第 16 回）を終えて 
 
 去る 2014 年 7 月 27 日（土），本学人間生活学部人間生活学科主催「藤女子大学家
庭科教育研修講座」が，花川校舎を会場に開催されました。16 回目を迎える今回の講
座には，道内の中・高等学校の家庭科教諭のほか，学部学生，教職員が参加し，３つ
の講座が催されました。当日のプログラムの詳細は資料の通りです。 
午前は，田中宏実氏（本学人間生活学科准教授）による「住まいの安全について」
をテーマとした住居領域の防災教育に関する実技講座が行われました。参加者は，防
災袋の中身を考える体験や建物の補強に関する教材の使用を通して，災害対策の重要
性を確認しました。 
午後からはまず，若狹重克氏（本学人間生活学科教授）による「介護保険制度の改
正過程と今後の方向性」をテーマとした福祉領域の講座が行われました。参加者は，
介護保険制度の改正の内容を確認し，今後展開される地域包括ケアシステムの課題を
考えました。その後，伊井義人氏（本学人間生活学科教授）による，「学力観の変化を
見据え『５年後』の家庭科教育を考える」をテーマとした講座が行われ，将来の学力
観と家庭科教育の方向性について考えました。また，参加者の日頃の授業実践に関す
る悩みや課題について，活発な意見交換が行われました。 
今回の研修講座を実施するにあたり，藤の実会より支援金をいただきました。この
場をお借りして感謝申し上げますとともに，今後もこの講座が現場で活躍する教員と
本学学生の貴重な研修の場となるよう，取り組んでいきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡﨑 由佳子（藤女子大学人間生活学部） 
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第１6 回藤女子大学家庭科教育研修講座開催要項 
１．開催期日  2014 年 7 月 27 日（日）  10：30～16：30 
２．会  場  藤女子大学人間生活学部（花川キャンパス 石狩市花川南 4 条 5 丁目 0133743111） 
３．主  催  藤女子大学人間生活学部人間生活学科 
４．参 加 者  小学校・中学校・高等学校・大学の家庭科教育関係者，大学院生，関心のある方 
５．講座内容 
 
時    間 講     座     内     容 
10：00～10：30 
 
 
10：30～10：40 
 
10：40～12：10 
 
 
 
 
 
 
12：10～13：00 
 
 
13：00～14：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14：30～14：40 
 
 
14：40～16：10 
 
 
 
 
 
 
16：15～16：30 
受  付     
 
１．開講式     開講の挨拶    人間生活学科主任  内田 博 
 
２．講座（1）  「 住まいの安全について 」 
講 師  田 中 宏 実   
（藤女子大学人間生活学部人間生活学科 准教授 住居学） 
主 旨： 住まいの安全について，防災の側面からグループワークやキット
を使って考えていきます。 
 
 
≪  昼 食 ・ 休 憩  ≫ 
 
 
３．講座（2） 「 介護保険制度の改正過程と今後の方向性 」 
   講 師  若 狹 重 克   
（藤女子大学人間生活学部人間生活学科 教授 社会福祉学・高齢者福祉）
        主 旨：介護保険制度創設時の思想を確認したうえでこれまでの制度改正
過程を振り返り，その考え方について整理します。 
        そして 2014 年改正の内容を確認し，今後展開される地域包括ケアシ
ステムの課題を検討します。 
 
 
≪  休 憩 ・ 準 備  ≫ 
 
 
４．講座（3） 「 学力観の変化を見据え「５年後」の家庭科教育を考える 」
講 師  伊 井  義 人   
（藤女子大学人間生活学部人間生活学科 教授 比較教育学）
主 旨：10 年先は遠い未来でも，5年先は見過ごせない未来です。 
5 年後には「次」の学習指導要領の方向性が提示されている頃です。
そんな身近な将来の学力観を提示し，皆さんと一緒に家庭科授業の
将来像を考えます。 
 
５．閉講式     閉講の挨拶    人間生活学科主任  内田 博 
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